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【 目 的 】 衣 服 を 着 装 し た 状 態 が シ ミ ュレ ー シ ョ ン に より 予 測 で き れ ば、 そ の 印 象 を 事 前 に

評 価 で き、 個 人 個 人 に対 応 し た衣 服 設 計 の た め の 有 意義 な 道 具 と な る。 衣 服 の印 象 は、 形

状、 色 柄、 動 きに よ って 左 右 され る と 考 え、 すで に、 形 状、 色柄 の 予 測 に つ い て は 一 応 の

成 果 を 得 て い る。　こ こ で は、 衣 服 の 動 き を 予 測 す る 手 法 を 開 発 す る た め の 基 礎 とし て、 ２

次 元 の カ ン チ レ バ ー を 例 と し、 布 の 動 的 形 状 変化 を 予 測 す る手 法 の 開 発 を 目 的 と す る。

【 方 法 】 形 状 予 測 で は、 布 の 静的 な 釣 り 合い 方 程 式 を 有 限 要 素 法 を 用 い て 解 くこ と を 骨 子

とし て い る。 カ ン チ レ バ ー の よう な ２ 次 元 の 例 で は、 自 重 を 外力 とし 伸 張 と 曲げ の 弾 性 力

と の 釣 り 合 い を 考 え た。 動 的 な変 形 に お い て は、 さ ら に 慣 性 力、 伸 張 変 形 に おけ る 内 部 の

粘 性 抵 抗、 外 部 の 空 気 抵 抗 を 考 慮 す る。 静 的 解 析 の 場合 と同 様 に、 布 を 有 限 の 要 素 に 分 割

し た離 散 近 似 を 行 う。 こ の 結 果、 布 は 各 要 素 の節 点 の集 ま り と そ の 連結 状 態 に よ っ て 記 述

で きる。　動 的 解 析 は、 こ の 節 点 系 の 運 動 方 程 式 か ら 導か れ る 連 立 常 微分 方 程 式 の 初 期 値 問

題 を 解 く こ と に 帰 着 で き る。 解 法 は、 常 微 分 方 程 式 の数 値 解 法 の 一 つ で あ る　Ne wma r k法 に

従
う た。 離 散 化 さ れ た 各 時 刻 の

形 状 は、 非 線 形 連 立 方程 式 を 解 く こ とに 帰 着 で き、Newton

－Raphson 法 を 用 い た。 最 後 に 予 測 法 の 計 算 結 果 と 実 際に 布 を 使 っ た 実験 結果 と を 比 較 す る。

【 結果 】 計 測 し た布 の 物 性 値 は、 自 重、 引 っ 張 り 剛 さ、 曲 げ 剛 性 の３ 種 で あ り、 内 部 粘 性

抵 抗 及 び 空 気 抵 抗 は 実 験 結 果 に合 う よ う に 人 為的 に 調 整し た が、 ほ ぽ良 い 一 致 を み た。 こ

の よ う に ２ つ の 物 性 値 を 調 整 す るこ と は 予 測 の目 的 に は 違 反 する が、 逆 に こ の カ ン チ レ バ

ー 法 を ２ つ の抵 抗 値 の 計 測 に 利 用 し、 衣 服 の 動 的変 形 予 測 法 を 開 発し て 行 く つ も り で あ る。
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目 的：　　 衣 服句 外 観 の 美し さ は、 身 体 の 動 き に 伴 っ て 揺 動 す る 現 象、 即 ち 動･的 ド レ ープ

挙 動 に 支 配さ れ る 点 が多 い。 筆 者 は 今 ま で 主 に、 織 布 の せ ん 断 変 形 に 基 づ く 揺 動 振 動 特 性

に つ い て、 そ の 基 礎 理 論 及び 基 本 的 現 象 に つ い て 報 告 し て い る が、 実 際 の 衣 服 を 対 象 に す

る こ と は な か っ た。 そ こ で 本 報 告 で は、 動 的 ド レ ープ が 最も 美 し い と さ れ て い る絹 フ ィ ラ

メ ント 織 物 を 用 い、 実 際 の 衣 服 と し て ス カ ート を 制 作 し、 そ の 揺 動 挙 動 か ら も たら さ れ る

美 し さ を 評 価 し、 布 の 特 性 と の 関 連 に つ い て 検 討し た。

方 法：　　 布 の 振 動 特 性 とし て は せ ん 断 変 形 に 基 づ く 振 動及 び 曲 げ 変 形 に 基 づ く 振 動 を 検

討 し た。 前 者 の 測 定 に は、KES-LAB0-M0DEL-F3 せ ん 断 テ ス タ ー を 改 良 し た 試 験 機（ 振 動 テ

ス･3  ー ） を 用 い、 後 者 の 測 定 に は　KES －LABO-MODEL-F2 曲 げ テ ス タ ー を 用 い た。 各 々 の 振 動

特 性 に お い て、 振 幅 対 時 間 の 関 係 か ら 得 ら れ る 減 衰 率 を 各 々　k.h と し、 こ れ を 布 の 振 動 の

特 性 値 と す る。 実 際 の 衣 服 と し て は フ レ ア ー ス カ ート を 制 作し、 揺 動 テ ス タ ーで 連 続 反 復

運 動 を 与 え た と き の 外 観 の美 し さ を 被 服 に 関 心 の 高 い 女 子 学 生 を 被 験 者 とし て 主 観 評 価 を

行 な っ た。

結 果：　　 主 観 評 価 で 求 め た スカ ート の 揺動 の 美し さ に 関 す る 数 値 を、 布 の せ ん断 及 び 曲

げ 振 動 特 性 か ら 求 め た 特 性値 で あ る 減 衰 率 と の 相 関 を 求 め た と こ ろ、 せ ん 断 角 の 大 き な 領

域 に お け る 減 衰 率　ｋ や 曲 げ 曲 率 の 小 さ な 領 域 に お け る 減 衰 率　ｈ と よ く 一 致 す るこ と が わ

か っ た。 即ち、k が 小 さ く　ｈ が 小 さ い 程、 布 の 振 動 は 長 時 間 持 続し、 スカ ート は よ り 美し

い と 判 定 さ れ るこ と が わ か っ た。
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